
第 12 章  運動療法 解答  2026 年 

 

Q1 〇 運動療法はインスリン抵抗性改善に有効である。 

Q2  ✕ （筋へのブドウ糖取り込みが増加する） 

Q3  ✕ （糖尿病の運動療法では 40～60％V
．
O２max程度の中等度運動が推奨される） 

Q4 ✕ （糖尿病網膜症では病期によらずバルサルバ型運動は行わない） 

Q5 ✕ （有酸素性代謝過程を主に利用する）  Q6 速筋線維（FT線維） 

Q7 遅筋線維（ST線維） Q8 GLUT4 Q9 筋収縮 

Q10 インスリン Q11 酸素摂取量（V
．
O２） Q12 最大酸素摂取量（V

．
O２max） 

Q13 運動強度 Q14 心拍数 Q15 ATP  

Q16 AT（無酸素性作業閾値） Q17 220  Q18 3日 

Q19 筋 Q20 レジスタンス Q21 歩行(ウォーキング) 

Q22 水中歩行 

（水中ウォーキング） 
Q23 過血糖（高血糖） Q24 脂肪組織 

Q25※ 楽である Q26※ ややきつい Q27 インスリン拮抗 

Q28 糖 Q29 低血糖 Q30 水分 

Q31 神経障害 Q32  NEAT（非運動性熱産生） Q33 頻度 

Q34 行動変容ステージ  Q35 マルチコンポーネント  

※Q25・Q26は順不同でも正解とする。 

 


